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以前私が内科のレジデントをし
ていた時分，白衣のポケットに必
ず入っていたのは，『Washington
Manual』と抗生剤に関する『熱
病』という 2冊の本でした．おか
げで，どこにいても何とかなると
いう安心感がありました．
皮膚科に入局してからは，それ
らの本を持ち歩く必要もなくな
り，持病の肩凝りは随分と楽には
なったものの，薬の名前が思い出
せなかったりして不便を感じる機
会が増えてきました．
現在，ちまたにはテキストが溢
れかえる一方で，若者たちはテキ
ストを買わずにスマートフォンで
シャカシャカと検索にいそしんで
いますが，これも意外に効率が悪
いです．
そんなご時世に，皮膚科医が持
たずにはおれないテキストが発売
になりました．この『皮膚科レジ

デントマニュアル』は皮膚科にお
ける『Washington Manual』のよ
うなものです．とにかく白衣のポ
ケットにすっぽりと収まることが
ありがたい！
小さなマニュアルでありなが

ら，実は，主な皮膚疾患の診断，
検査，治療など診療に必要な知識
が凝縮されています．何と，乾癬
における生物学的製剤の最新情報
や，エリテマトーデスではヒドロ
キシクロロキンまで載っているで
はありませんか．外来や病棟です
ぐに参照できる設えとなってお
り，知識の確認に役立つのみなら
ず，専門医試験をめざす方々にも
かなり有益なのではないかと思い
ます．個人的には，「薬疹の原因
薬剤」一覧にかなり助けられそう
です．そのほか，ダーモスコピー
所見，皮膚疾患がどの部位に認め
られやすいかが一目でわかるイラ

ストなどもついています．
このテキストは，阪市大皮膚科

の鶴田大輔教授による編集のも
と，医局員の方々により執筆され
たものであり，阪市大の英知の結
晶と言えます．それ故，『皮膚科
レジデントマニュアル』ではな
く，“市大マニュアル”と私は呼
んでいます．臨床医の要求にかゆ
いところまで手が届く内容であり
ながら，スマートフォンのように
手軽に携帯できてしまうテキスト
です．今後末永く，皮膚科医にと
って欠かせない一冊となることで
しょう．
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